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チエ ちゃ ん や ひら めちゃ ん の 人 形 も 発売 され ます 


ぐる み ( 大 ) 
各 \3.980_ 


131 東京 都 墨田 区 向島 5-13-5 
TEL 03 (625) 8680 (代表 


〇 双葉 社 ・ は る き 悦 巳 


紅 
還 者: 
の | 理 
才 人 も 
国 思 : 代 
半 凍 旧い 
<m? 有 中 | < 
に S 
ー つ 話 - 20 
ニ 、 国 菩 
回 中 事 1 
cu 上村 音 
NN 


東宝 % キ ティ ・ 


骨 計 


メチ ャ メチ ャ あお も し ろ ぐ て 、M が ガス ン ゴ フ 
暖まる 「 レ じゃ ャ ワン ナイ チエ, は そう いつ 
ー ナ / 

80 年 末 映 画 ・T V11 社 に よ つ て 壮烈 な 争 奏 
戦 が 繰り の 広げ られ だ 「 じゃ り の ン 了 チエ 」。 そ の 
魅力 は どこ に ある の だ ろう が 。 ま ずい える ご 
と は チエ ・ テ ツ ・ 小 鉄 を は じ め と する 登場 人 物 
の キャ ラフ ター の 類 い まれ な お が し さ 。 そ し レ 
て 関西 井 で だ くみ に 語ら れる 、 笑 い に 包 まれ 
だ 叙情 剛 か な スト ー リ ー。 ご これ ら の 交 力 ガ 井 
上 ひさ し 氏 ・ 大 岡 昇平 氏 の 絶 講 を 生み 、 単 行 
本 400 万 部 突破 と いう 驚異 的 売上 げ を 呼び 、 
ひい て は 年末 の 映画 ・T V 各 社 に よる 争 合 
戦 を 引き 起こ し だ の で ある 。 

今回 の アニ メ 化 に あ だ つ て は 声 の 出演 に ご 
れ 以 上 は な いと いう 豪華 適役 が 配役 され だ 。 
主人 公 の チエ に 中 山 千夏 、 そ し て “や すし レ ・ 
きよ し ヾ の りお ・ よし お 、 い 紳助 ・ 竜介 ザ 
ぼん ち 、 ほ か 、 空 前 の オ プー ム の 頂 京 に 立 
つ 人 気 者 だ ち が 、「MANZAl アニ メス ベ ペ べ 
シャ ル 」 と 呼ぶ に ふさ わし い ほ ご ど 大 其 出 演 レ 
て アニ メ 「 じゃり ワ の ンチ ナチ テ チ 工 」 の 整 力 を 選 化 さこ 
せ て いる 。 

監督 ・ 高 畑 勲 、 作 画 監督 ・ 小 田部 羊 一 、 大 
塚 康生 と いつ だ 現在 の 日 本 アニ メ 界 を 代表 す 
る スタ ッ フ が ガ 製 作 を 担当 し 、 音 楽 を ハッ ピー 
で お キラ クン な ステ ー ジ を ハイ テン ーッ ン な っ 
ー ラ ス と 演奏 で 支え 、 81 年 最も 注目 さむ る グ 
ルー プ 「 ピ ジー フー、 グ け フィ 。 


健 9 作 …… ド ドーーーーーー 多賀 英典 
4 「 | 

原 作 ーーーーーーー は る き 悦 巳 
「 週 刊 濃 画 アフ ショ ン .。 連 載 双葉 社 刊 

脚 本 … し. ーー … 城 山 昇 
寺 。 半 ーー 高 畑 トカ 
作画 監督 ………ーーーーーー 小田 部 羊 一 
大 所 うき 

術 … ド ドド ドーーーーー… | 本 一 二 
組 。 影 ………… ーー 高 橋 宏 固 
録 商 下 …00COO……… 加 藤 敏 
編 集 …… 大 ………… ド ーー 鶴 淵 欠 寿 
助 監 壇上 … 一 ーー 三家 本 泰 美 


小学 生 な びら 、 一 人 で ホル モン 焼き 屋 を 切り も つて いる ガン バリ 
つ 。 父 ・ テ ツ と 母 ・ ヨ シ 江 の 間 を 何と ひみ し よう と 努力 し て いる 。 
大 人 顔負け の し ん ら つ お 言葉 も や 品 に する が 、 包 容 力も あつ て 、 オ ツ 
サン 連中 に も て て いる 。 め ちゃ ぐち ゃ 脚 ガ 早い し 、 も 早い 。 頭 の 
ポッ チリ が ガチ ヤー ム へ ・ ポ イント 。 得意 技 は ゲタ で ド ツ フク こ と 。 


チエ の ひと り 


「 ウ チ は 日 本 一 不幸 な 少女 や 。 

「 ウチ は 働い と る ん や 、 

宿題 や つて る ヒマ な ん か が ある か が い 」』 
「 生 活 設計 て 知 つ て る が ガ 、 

ウチ いま それ を や つて る ね ん 」 

「 あ か ん 、 一 人 に な つて 考え よ 。 
ウチ は 生活 力 に は 自信 が ある ん や 」 


「 子 供 が 親 の 仕事 さがし て る ね ん 。 
みじめ お 少女 や 」 

「 あ の 親 や 、 今 けら きつ ちり の 崇 金 し こ か ん と 」 
「 ウ チ が お 嫁 に 行 つ だ ら 、 

テツ ご うし て 生き て ぐん や ろ 。 


「 ウ チ は 傷つき や すい 少女 や 。 

「 で も ウチ は いつ も 元気 や 。 
元気 や な いと 生き て 行け ん も ん 」 
「 あ か が ん 、 明 日 考え よ 。 
明日 に な つ だ ら 元 気 が 出 る 。 
明日 は まだ 

明日 の 太陽 ガザ ビ カ ビ ピカ や ね ん 」 
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通 天 閥 の 見 える 街 に 住む チエ は バイ タリ ティ ー の か だ まり の 
の よう な 女の子 だ 。 バ フチ と ケン カ が 何より 好き な 父 ・ テ ツ 
に か わっ つて 、 小 学 五 年 生 の 身 で 家業 の ホル モン 焼き 屋 を 一 人 
で 切り 盛り し て いる 。 お まけ に へ そこ くり まで する 程 し つか の 
し て いる 。「 ウ チ は 日 本 一 不幸 な 少女 や 」 と 品 で は いい な が 
ら 、 元 気 い つっ ぱい 生き て いる 。 

テツ の 両親 の お バタ や お ジィ は 、 い つも テツ を まとも に し レ 
よう と する の だ が 、 な か が な か うま くべ いか ガ な い 。 気 の 弱 い お ジ 
- イ を だ まし て 店 の 金 を ゴマ カシ て 、 お か が げ で お バァ に 得意 の 
プレ ー ン バス ター を か がけ られ て も 、 テ ツ は めげ ざ ず に 遊び まわ 
っ て いる 。 だ まだ ま チ エ の 家 に 居 つ い だ た 猫 の 小鉄 で ほえ 、 テ 
ツ に は 呆れ 返っ つて し まう 程 だ 。 

そん な テツ で も 、 チ エ の こと だ け は し つか が の 可愛 い が つ て 
いる 。 父兄 参観 の 日 、 学 校 に 現われ だ テツ は 、 チ エ を 激励 す 
る 余り 、 先 生 を 脅迫 する 始末 。 子 の 刷 親 知ら ず ! 先生 は 恐 わ 
< て 、 チ エ は 恥ず か し こく て 、 ワ ッ ツ と 泣き 出し て し まつ だ 。 

チエ の 還 ・ ヨ シ 江 は 、 テ ツ と 別れ て 暮らし レ て いる 。 チ エ は 
テツ に は 内 緒 で 時 々 母 と 会 っ て い だ 。 何 より 楽し いこ の \ 秘 
密 の デー ト ^ の 一 日 も 、 別 れ の 時 間 が 来る と チエ の 胸 に さび 
し レ さ が こみ 上 げ て こる 。 チ エ の 本 当 の 願い は 両親 が 一 緒 に 暮 
ら す 家 な の だ 。 だ が 、 今 の テツ の 状態 で は と て も お 還 は ん に 
戻っ つて も ら う 訳 に は いな い 。 テ ツ を 改心 させ て まとも に 仕 
事 に つか みせ な けれ ば ……。 

ある 日 チエ の 店 に お か し な 一 団 が び や つ て 来 だ 。 遊興 倶 楽 部 
の 社長 と その 手下 で 、 テ ツ の バク フチ の 借金 を と り 立 て に 来 だ 
の だ 。 テ ツ を 待つ 間 に 、 社 長 は 愛 猫 \ 牛 殺し の アン トニ オ ? 
を 小鉄 に けし け だ / だ が 小鉄 は 強 ひ つ だ 。 「 必 殺 タ マ つ ぶ 


し 」 を ガ が けら れ だ アン トニ オ は あえ な ぐ く ダ ウン し て し まつ だ 。 


テツ の 就職 先 が 決 まつ だ 。 ア ント ニオ に 死な れ て 気弱 に な 
つ だ 社長 が び 、 バ フチ 屋 か ら 足 を 洗 つ て 開い だ お 好み 焼 屋 の 用 
心 棒 に 雇 つ て くれ だ の だ 。 だ が 、 緩 日 の 日 、 テ ツ は ヨシ 江 こ と 
会 つて いる チエ を 見 て し まつ だ 。「 ワ シ こ ん な に 可愛 が つて 
る の に …… ュ 」 す ね だ テツ は お 好み 焼 屋 へ 居候 を 決め 込ん だ り 、 
運動 靴 を プレ ゼン トレ だ り と チエ の 気 を ひこ うと あの ま ぼ ご この 
チチ 。 

マラ ソン 大 会 の 日 、 仲 間 を ひき つれ て 応援 に 来 を テツ の の 
ぼり に は 「 親 一 人 子 一 人 の 根性 を 見 せ だ れ / 」 ヨ シ 江 へ の 対 
抗 意識 が 燃え て いる 。 去 年 ゲ ツ ば き で 三 位 の チエ は 、 最 初 ガ 
ら ス パー ト 、 人 間 離 れ し だ 速 さ で 見 事 優勝 する 。 

ヨシ 江 が 帰る 日 び や つ て 来 だ 。 テ ツ と ヨシ 江 の 人 仲人 を し だ 
花井 拳 骨 が 、 有 無 を 云わ せ ず 、 家 に 戻し だ の だ 。 靖 骨 は チエ 
の 担任 花井 先生 の 父親 で テツ の 小学 校 時 代 の 恩師 だ 。 疹 骨 に 
頭 の 上 ら な い テ ツ は シブ プシ プ ヨ シ 江 の 戻る の を 認め だ が 、 内 
届 面 白く こない 。 そ れ を 察 し だ 靖 骨 は チエ こと ヨシ 江 と テツ の 三 
人 を 遊園 地 へ 遊び に 行か みせ だ 。 チ エ は 両親 を 何と が 打ち こと け 
させ よう と ワザ と 大 ハシ ヤギ を し て 輩 闘 する 。 帰 り 路 、 テ ツ 
と ヨシ 江 は 少 レ ずつ 言葉 を 交わ し 合 つ て い だ …… e 

風 の 強 い 夜 、 一 匹 の 猫 ガ お 好み 焼 屋 に 現われ だ 。 死 ん だ ア 
ント ニオ の 息子 アン トニ オ ・ ジ ュ ニ ア だ 。 ジ ュ ユニ ア は 父 の 仙 
と 小鉄 に 決闘 を 申し 込む が 、 チ エ や 社長 の 収 中 を 察し だ 小鉄 
は 無 抵抗 で ジュ ニア の 猛攻 に 身 を さら す 。 小 鉄 の 男気 (や ) に 
うだ れ だ ジュ ニア は 、 い き が か り の を 捨て 小鉄 の 親友 に な つ だ 。 

新しい 仲間 を 加え て 、 チ エ は 飼 日 も 元気 いつ ば い ホ ル モ ン 
を 焼い て いる 。 
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大 阪 の シン ボル 
_ 通天閣 か 

「 じ ゃ リン 子 チ エ 」 で は , 大 阪 の 町 が 大 き な 
役割 を 果たし て いる 。 風景 は も と より , 人 情 , 
食べ 物 , 大 阪 弁 . そし て 底 に 流れ る 物 の 考え 
方 や 生活 感覚 の すべ て が , 独特 の 大 阪 的 な テ 
ン ボ ポ と ムー ド を 作り 出し て いる 。 

大 阪 弁 に 「 も っ ちゃ り し て いる 」 と いう 
葉 が ある 。 不 粋 , 野暮 くさ ざい, バッ と し な 
な どの 意味 で ある 。 江戸 ・ 東 京 が 「 粋 」 な ら 
ば , 大 阪 は 「 野 暮 」 を 廊 化 の 根本 に お いて 
る の で は な いか と 思う 。 

地名 か らし て そう で ある 。 松 屋 町 (まっ ち 
ゃ まち ) と か 道修 町 ( ど し ょ うま ち ) な ど 有 
名 な 問屋 街 だ が , 原宿 , 六本木 は 言う に 及ば 
ず ,。 人 形 町 や 小伝 馬 町 と いっ た 東京 の 地名 に 
比べ て な ん と も っ ちゃ り し て いる こと か 。 組 
維 町 で あっ た 電池 (どぶ いけ ) な ど , 知ら な 
い 人 が 聞い た ら 。 メ タン ガス 漂う ドブ ダメ の 
まん 中 に で も ある の か と 思う に 違い な い 。 

大 阪 人 が 二 人 和 寄る と 漫才 に な る と は , よく 
言わ れる 言葉 だ が , 大 阪 漫 才 と は 要する に 相 
手 の け な し 合い で あり , いか に 巧妙 に 的 を 射 
た 悪口 を 言う か , で ある 。 こ れ は 全く 粋 で は 
な い 。 も わ ゃ サリ サッ チチ そそ 」 て も チチ や 。 小村 
や お バア は ん は 実に 悪口 が う まい 。 大阪 弁 と 
は , 人 人 を の の し る レト リッ ク が , 異常 に 発達 
し た 言葉 な の だ 。 

大 阪 は 食い だ お れ の 町 で も ある 。 しかし, 
大 阪 名 物 と いえ ば , まむし (うな ぎ 丼 ) や て 
っ ちり (ふぐ ちり ) は や や 高級 イメ ー ジ だ が が , 
た い が い は きつ ね うど ん , お 好み 焼 , タコ 焼 
と いつ っ た, 実に 庶民 的 な 食べ 物 ば か りな の で 
ある 。 チ エ ち ゃ ん の 営む ホル モン 屋 は その 華 
頭 で , 大 阪 弁 で 捨て る こと を ホル と いう こと 
か ら , 和牛 や 懇 の 内 臓 に タレ を つけ て 焼い て 食 
べ る の を , も と も と ほる 物 だ っ つた と いう 意味 
て 赤 ル モン 焼 と ゆい 福 よう に な っ た 。 

大 阪 の 町 は . は っ きり 言っ て きち ゃ な い 。 
縁 は 少な いし 。 ゴ ミ ゴ ミ し て いる 。 一 説 に は 
日 本 で いち ば ん 道 に ツバ を 吐く 人 間 の 多い の 
が 大 阪 だ と まで て 芝 ね われ て いる 。 で も 。 そん な 
町 だ か ら こ そ , 見 栄 や 気取り の な い , ホン ネ 
の 人 間 関 係 が 生ま れる の か も し れ な い 。 テ ツ 
や チエ お や ん を は いい め と する 「 じ ゃ サン シン 了 チチ 学 
エ 」 の 登場 人 物 た ち が み ん な , バイ タリ ティ 
ー い っ ばい に 生 き 生 き し て いる の は , 大 阪 が 
舞 吾 だからこそ だ と 思え て くる の だ 。 


大 阪 の 下町 の ムー ド を 活 号 し て みせ た は る 
き 層 の 「 じ ゃ リン 子 チ エ 」 は 大 阪 の まん が 
ファ ン を 狂 論 させ た 。 あ ちこ と こち て ! ご 簡素 
阪 や ! 」 と いう 歓喜 の 声 が 聞か れ た よう な 気 
が する 。 は る ぎ 悦 巳 自身 は 「 僕 が 中 一 まで お 
っ た 頃 の 感じ で 描い て る か ら , 二 十 年 近く 前 。 
せ や か ら 今 の 感じ て 受け と ん の が わか ら へ ん 
けど ね 」 と 語っ て いる が , 案 ず る こと は な い 。 
大 阪 は , 表側 こそ 多少 小 ぎ れい に な っ た が , 
実は 念 で も その まん まな の で ある 。 

チエ が 住む の は 通 天 開 が 見 える 町 。 原 作 に 
は 地名 は 出 て 来 な い が , 通 つ て いる の が 西 萩 
小学 校 と いう 架空 の 学校 だ か ら , 萩 之 村 屋 付 
近 だ ろう と 見 当 を つけ て 出かけ て みる 。 あ い 
りん 労働 者 セン ター の 裏 に ある 小学 校 が モデ 
ル だ ろう か 。 正 門前 の 路上 で は 露店 が 店 びら 
き し 。 テツ みた いな , 実に ヒマ そつ な オッ ダサ 
ン が ブラ ブラ し て いる 。 下校 時 と も な る と 。 
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EE ”、 で ま 


只 ) 攻 


1 特 り 


ム 出 た あー、 ホ ル モ ン や / 


これ が 根性 の 
大 阪 猫 ノ ーー . 
チエ や マサ ル み た いな ガキ … い や 子ども た ち 
が 元気 よく 飛び 出し て くる 。 生 産 性 と か 経済 
成長 と か いう も の と は 全く 無線 な くせ に , 活 
気 だ け は , う れ し い くら い に 満 ちあ ふれ た 町 だ 。 
国鉄 ・ 新 今宮 の 駅 前 へ 出 て みる 。 広 い 通 リ 
に 面 し て ホル モン 屋 や 大 衆 食堂 が 軒 を 並べ る 。 
夕方 か ら が 稼ぎ 時 な の だ ろう か , 呈 で も 結構 


客 が 入っ て いる 。 露 町 の ガー ド 下 で 一 匹 の 獲 
を 見 つけ た 。 な か ね 


ヽ 。 不 愛想 


な か カメ ラ の 方 を 向い て く 


れ な い な 猫 だ 。 カ ガー ド の 柱 に は 芝 働 


る 信 


千 つ て と 党 さき ざ の 


さ で テー へ さ S 国 夫 S(i 


(アク セン ト 符 号 : 平板 な 場合 「 一 」、 途 中 か ら さ が る 


場合 「 一 へ 」、 途 中 か ら あ が る 場合 「 ヽ 一 」) 


アカ ン ( 句 ) 

駄目 だ 、 失 敗 だ 、 い け な い な どの 意 。 ア カ ヘ へ 
ン と も 言う 。 ア カヌ の な まり 。 間 投 詞 、 感 嘆 
詞 と し て 軽い 絶望 を 表す た め に 用 いる こと も 
多い 。 チ エ が テツ の 行動 を 見 て 発する の は 主 


に この 場合 。 


イキ ル ( 動 ) 

き お い 立 つ 。 元気 づく 。 半生 きる 」 て は な 
い 。 「 何 いき っ て ん ね ん 」 の よう に 相手 が ム 
キ に な る の を いな す 場 合 は 、 軽 い 基 り を 含む 。 
エラ イ 〔 偉 い 〕 ( 形 ・ 副 ) 

央 完 。 ひど く 。 どう も 。 どう に で も 使え る 
便利 な 言葉 「 え らい すん ま へ ん 」 と いつ て も 
だろ も 、 ど うろ も 」 と 言っ で いる よう な も の 
Ne エラ そそ や っ ちや ょ とい 

、 僅 い と ほめ て いる の で は な く 、 あ きれ 
0 


カル メラ (名 ・ 外 ) 
ざら め を 水 で 煮 て 練り 、 重 曹 を 加え て ふく 
S 赤 攻 た 薩 子 。 カル スズ 焼 と も いう 。 


3 
ケッ タイ ( 形 動 ) 


妙 な 、 変 な 、 お か し な 、 和 奇 表 な 、 い や な 、 


4 この 雰囲気 が この 町 の 特色 


これ が チエ と ヨシ 江 は ん の 
デー ト の 現場 や ノ 


者 学習 会 の ビラ に は さま れ て 「 じ ゃ リン 子 チ 
エ 」 の ボス ター が 貼ら れ て いた 。 

通 天 閣 下 の 歓 楽 等 ・ 新 世界 の 入り 口 , ジャ 
ンジ ャ ン 横 町 へ と 向かう 。 道 路 を は さん た 向 
い 側 。 元 遊 廊 だ っ た 飛田 本 通 の 入り 口 に 
エ ち ゃ ん 」 そ っ くり の ホル モン 焼 屋 を みつ け 
て パチ リ 。 新 世界 に は 10 館 以上 の 映画 館 が あ 
る 。 年 末 に は 必ず 「 忠 臣 蔵 」 を や る 映画 館 が 
あっ た り , この 日 も 「 鞍 馬 天 狗 大 会 」 を や っ 
て いた り , 映画 ファ ン に は うれ し い 映 画 街 だ 。 
アニ メ な ど は た い が い すぐ 打ち 切ら れ て し ま 
う の だ が ,「 チ エ 」 だ け は きっ と 例外 だ ろう 。 

新 世界 を 通り ぬけ て 東側 の 天王 寺 公園 へ 。 
動物 園 や 美術 館 の ある , 大 阪 に は 珍し い 緑 地 
帯 だ が , この 公園 内 に ある 茶臼山 と いう 小高 
い 丘 が , どう や ら テ ツ と ヨシ 洗 さ ん が 別居 解 


* 思 議 な 等 、 い ろ い ろ の 意味 を 含ん だ 実に ケ 
ッ タ イ な 言葉 、。 と に か くわ け の わか ら な いも 
の は 「 け っ た いや な あ 」 と 言っ て お け ば まち 
が いな い 。 一 種 の 判断 停止 で ある 。 


EC 


スカ ン 〔 好 か ん ]〕 ( 句 ) 

好 か な い 。 嫌い だ 。 い や だ 。 「 嫌 い ./」 と 
露 朋 に 言わ ず 「 好 か ん ./」 と えん 曲 に 言う の 
が 大 阪 弁 。 良 くい えば や わら か いし 、 建 くい 
えば モッ チャ リ し じ て い る 。 


チビ ル 〔 和 静 び る 〕 ( 動 ) 
① で すり 切れ る 。 磨 減 す る 。② 出 し 惜しみ す 
る 。③ 小 便 な ど を し くじ り 洩 ら す 。 ヤク ザ が 


お 好み 焼 屋 ど チビ っ た の は 「 な ど 」 の 方 。 
ドッ ツク (( 動 ) 
打つ 。 な ぐる 。 胴 突く の な まり か 。 ド ヤス 、 


ド ヅ ク と も 言う 。 な ん と な く ド ヅ ク の 方 が 、 
エ が みみ ナ ぞう て ああ 。 シ パグ. チト イ 
ワ ス 等 、 こ の 手 の 語 革 は 豊富 。 


ヌカ ス 〔 吐 か す 〕 ( 動 ) 

言う 。 ほ ざく 。 「 何 ぬか すね ん 」 と は つま 
リ 「 何 と お っ し ゃ る ウサ ギ さ ん 」 と いう こと 、 
売り 言葉 に 買い 言葉 で ある 。 


バイ [上 内] (名 ) 
ベー ゴマ の こと 。 バイ と は タニ シ に 似 た 上 只 


「 子 | 


エ の 大 阪 弁 


台 ら し 
い の だ 。 原作 よ り 木 が 多い が , 感じ は 似 て い 
る 。 石段 を 登っ て 茶 白山 の て っ ぺん に 立ち , 
ふと 下 を 見 る と 。 小さ な 務 が あり リボ ポート が 浮 
か ん で いる 。「 わ っ , チエ と お 母 は ん デー が 
ト し た 池 や 1 」 石 段 を 降り て いく と , 目 の 前 
に くず れ か けた 石垣 。「 ひ ょ っ と し た ら … 
石垣 の 横 の 階段 を ト 上 っ て みる と 墓石 が ニ 
ッ と 現れ た 。「 わ っ , わっ , 小鉄 と ジュ ニア 
が 決闘 し た 墓地 や ー っ ! 」 

日 が 傾き , 通天閣 に 灯り が と も っ た 。 こ の 
町 で は , いま も いろ ん な , チエ や テツ や , 社 
長 や ヨシ 江 さ ん や , お ジィ や お バァ や , マサ 
ル や シゲ オ や ヒラ メメ ちゃ ん や , 小鉄 や アン ト 
ニオ Jr. が 生き て , 暮らし て いる に 違い な い 。 
そん な 気 が し た 。 


消 の 語 し 合い の た め の ご 対面 を し た 


っ 


で 、 そ の カラ に ロウ を つめ た も の を コマ の よ 
うに 回 し て 遊ぶ も の 。 これ を バイ ゴマ 、 遇 し 
と グイ の いう 。 


ビビ ル ( 動 ) 

ためらう 。 気 お くれ する 。 こ わが る 。 小さ 
く 震 える 。 語 感 そ の まま の 意味 で ある 。 び び 
る 奴 の こと は ビビ リ と いう 。 


ベッ タン (名 ) 
メン コ 。 野球 選手 、 映 画 ス ター、 テ レビ ・ 
マン ガ の キャ ラク ター を 印刷 し た ボー ル 紙 の 
カー ド を 地面 に 置い て 、 交 互 に 打ち 当て 、 裏 
っ た も の を 取っ て 勝 と する 遊び 。 地 面 に 当 
て る 時 の 音 か ら ベ ッ タ ン の 呼 名 が つい た 。 


ホ タ エ ル ( 動 ) 「 

戯れ る 。 ふ ざけ 騒ぐ 。 お どけ る と いう の は 
イチ ビル の 方 が 近い 。 ホ タ エ ル は も っ と 無 自 
覚 。 テ ツ の や る こと は すべ て 、 チ エ に は ほ た 
えて る と し か 映ら な い 。 

ボチボチ ( 副 ) 

徐々 に 。 少 じ U ず つ 。 ゆ っ つく ぐり 。-「 ボ チ ボ チ 
行こ か 」 と 言え ば 、「 ま あ 、 ゆ っ くけ し よう や コ ュ 
と 「 そ ろ そ ろ 行 こう か 」 の 両方 の 意 を 含む 。 
世の中 、「 ま あ 、 ボ ポ ボチボチ 」 と 言っ て る うち に 
な ん と か な る も の で ある 。 「 

(参考 資料 「 大 阪 こ と ば 事典 」 牧 村 史 陽 編 ・ 講 談 社 刊 ) 


作者 と チエ と 私 と 


中 山 千夏 


声優 、 と いう 言葉 は ある 。 ラ ジオ や ら 人 外国 映画 の 吹き 
換 え や ら を 主 に し て いる 俳優 の こと だ 。 で は 、 声 優 の す 
る 仕事 を 一 口 で 言い 表 わ せ る 言葉 一 一 と な る と 、 ご これ が 
無い 。 

「 声 の 仕事 」 こ と 私 は 言い 習わ し て きだ 。. 

芸能 人 と し レ て いろ いろ な こと を や つて きだ けれ ご ど ご 、 な 
か で も 私 は 「 志 の 仕事 」 ガ 好 きだ 。 肉体 の 制約 ガ 無 いぶ 
ん だ け 、 様 々 に 化け られ て 楽し い 。 う つん と 若 べ ぐも な れる 
し 年 寄り に も な れる 。 男 の 子 に も 絶世 の 美女 に も な れる 。 

事実 、10 年 ほど 前 に 、 私 は 『 ク レオ パト ラ 」 を 漂 じ だ た 。 
手 塚 治 記 さん の アニ メー ショ ン 映 画 だ つ だ 。 ア ニ メ ー シ 
ョ ン と いう も の が 無 ひ か つ を ら 、 エ リザ ベス ・ テ ー ラ ー の 
や つ だ 役 を 漂 じ る な ん て ご こと は 、 一 生 な が つ だ ろ つ 。 

10 年 ぶり に 吹き 換え の 仕事 を し だ 。 よ ぐ 詞 酢 さ れる の 
で 言っ て お きだ い の だ が 、 そ の 間 、 「 声 の 仕事 」 を や め 
て い だ わ け で は な い 。 誰 も 仕事 を くれ な か が つ だ だ け だ 。 
私 は 『 じ ゃ り ン チエ 』 を 知ら な か つ だ 。 仕事 が びき だ の 
で 読ん で み だ 。 だ ち ま ち 私 は この マン ガ に 肩入れ し レ し 、" チ 
工 を や る の は 私 レガ な い ! 」 と ひと り の で 興奮 し 、 芸 能 人 
の 使命 感 に 燃え て この 仕事 を ひき つう つけ だ 。 

ずい ぶん 大 裂 装 だ と 思わ れる か も し れ な い が 、 久 し 記 
り の に 大 役 を も ら つ だ 芸能 人 は 、 だ いて いこ ん な ふつ に な 
る 。 原作 が と て つも な ぐ く 面白 ひつ だ を の だ か が ら 、 な お さら 
だ 。 当 然 、 こ ん な 面白 いも の を 描け る 人 つて 、 ど ん な 人 
だ ろう つろ と 存 つ だ 。 

原作 者 は る き 悦 巳 さ ん と は 、 も う 銀 音 を 終え て し まつ 
だ すき 月 10 日 、 雑 誌 『 話 の 特集 」 の だ め の 対 談 (月 号 掲 
載 ) で 初め て 会 つ だ 。 原作 の イメ ー ジ が こわ れる よ つ うな 、 
変 に 気難しい 人 だ つ だ ら 困 る な あ 、 と 半分 心配 し な が ら 
す 談 に 臨ん だ 。 

文 は 和信 な り 、 と いう けれ ど 、 マ ン ガ も や つば り の 人 、 み 
だ い だ 。 こ と いう より の 、 文 ビ せ は よ マ ン ガ に せよ 、「 な る ほど 、 
ご の 人 に し て この 作品 あり だ 」 と 感じ 入ら せる 作者 は 、 
誠実 な 仕事 を し て いる の だ と 思う 。 つ まり の 、 自 分 自身 の 
生き 亡 か ら 輝 げ な い 姿 勢 で 、 モ ン を か が いて いる の だ こと 思 
つ 。 

は る き さ ん と の 対談 は 、 と て も 楽し いも の に な つ だ 。 
ご ん な に こ に エ ラク な つて も 金持ち に な つて も 狂わ な い だ ろ 
う 、 と 思え る 人 に 出会う の は 、 嬉 し いこ と だ 。 ご これ も む も 、 
アニ メー ショ ン の 志 を や ら せ て 頂い を お か が げ と 感謝 し て 
いる 。 も う ひ と つ 、 は る き さ ん が ガ が 20 年 前 に 大 阪 で 『 が め 
つい 奴 』 の 私 を 見 を こと 、 そ し て 『 じ ゃ り の ン 了 チエ 」 が 
生ま れ だ の に は 、 

「 や つっ ぱり 、 そ の イメ ー ジ が 俺 の 中 に ずつ こと 残 つ て だ ん 
と ちゃ う ガ な 。 強烈 な イメ ー ジ や つ だ も ん な 。 

と は る き さ ん 自身 が 言っ を こと も 、 と て も 嬉し ガ つ だ 。 
は る ガ 昔 の 私 の 仕事 が 、 チ エ を 産む 遠因 に な つ だ こと すれ 
ば 、 私 は あら だ め て 役 だ つ だ こと を 幸せ に 思 つ 。 


る 三 林 京 子 (ヨシ エ ) 

TV や 舞台 て 活 
躍 し て いる 美人 女 
優 。 小 さい 頃 か ら 
芸事 に 親しみ 、 自 
兵 と 身 に つい た 日 


中山 千 夏 ( チ エエ ) 


チエ の 役 は この 人 以外 考 
えら れ な い 。 芸 能 人 ・ 文 難 
・ 政 治 と 多 方 面 に 活躍 中 。 
子役 時 代 の 「 が め つ い 奴 」 
テコ の 役 は 、 チ エ に 通じ る 


も の が あっ た 。 様 々 に 変わ 本 的 な 雰囲気 を 持 
る チエ の 表情 ・ 性 格 を 見 事 っ て いる 。 挫 え 目 
な ヨシ 江 は ん を 好 


に 表わし て いる 。 


ヾ ーー 
( 則 。 


さ 


京 唄 子 (お / 


唄 子 の 大 日 と 啓 ンー、 
助 の アホ ぶ リ で て 知 NNA 
られ る この コン ビ \ 
は 、 関 西 漫 す の 大 
Ar ar ツメ 二 いし 
と お ジィ と 同じ く 、 
気 が 強 い 唄 子 、 気 


関西 ニュ ー・ ウ 
ェ ー ブ 漫 ボ コン ヒ 。 
アク ショ ン 漫 才 を 
得意 と し 、 ス ピー 
ディ ー な ギャ グ を 
連発 する 。 特 に テ 


ツ を や っ て いる 西 弱 な 啓助 と いう 役 
川 の りお の ガラ ガ 柄 で 、 し ゃ べく り 
ラ 声 を ネタ に し た 漫才 を 見 せ て くれ 


る 。 最 近 は 唄 啓 劇 
団 を 作っ て 芝居 に 
も 取り くん で いる 
が 、: 才 人 と し て 室 
評 の ある 啓助 は 台 
本 も 書い て いる 。 


ギャ グ が 受け て い 
る 。 レ コー ド 「M 
A IDO」 も 出し 
て いる 。 


鳳 導 助 (お ジイ )y 


関西 喜劇 界 の べ 
シシ と いう た 
け で な く 、 幅 広い 
役柄 を こなす 舞台 
人 、 と し て 評価 が 
高い 。 と ぼけ て い 
る よう て けっ こう 
繊細 な 社長 に びっ 
た り 。 


マ 坊 屋 誰 之 助 (社長 ) 


MANZAI・ ア ニ メ ・ ズ スペ 


る 笑福亭 仁 鈴 
(花井 基 骨 
上 方 落語 界 の 実 
力 派 。 独特 の ダミ 
才 で まく も た て る 
迫力 は 、 子 供 か ら 
お 年 寄り ま て 幅広 
い 人 気 を 集め て い 
る 。 TV 等 の 出演 
も 多い 。 


ヤル 


43 げ ・ ぼ ん ち 
(カル メラ 兄弟 ) 


橋 幸夫 ・ ジ ャ イア ント 馬場 の 
も の マネ 、「 そ うな ん て す 有 川崎 さ 
あて 遂げ けた 大気 コ ン ヒ 。 レ コ 
ー ド 「 恋 の ボン チ シ ー ト 」 も 60 
万 枚 を 突破 。 リ リ ま くつ て いる 。 


仁 稚 と 人 気 を 二 
分 する 上 方 洛 語 の 
エー ス 。 落語 家 の 
イメ ー ジ を 破る ス 
マー ト な カッ コ よ 
議 と セン ス の よさ 
て 司会 等 に も 抜群 
の 定評 が ある 。 


柱 三 校 ( 花 井 法 


ム オ ー ル 阪神 ・ 巨 人 
(テツ の 仲間 ) 


テン ポ の よい し ゃ べく り 漫 才 
を 見 せる 。 背 の 高い 巨人 、 チ ヒビ 
の 阪神 の コン トラ スト が 受け る 。 
e ま 、 ナ トム ネネ 。、 エ クソ シス 
ト 等 、 ギ ャ グ も 幅 冨 。 


横山 や すし 
アソ トニ オツ ュー ニア) 
ツッパリ 漫才 で 
人 気 の 若 手 コ ン ヒビ 。 
ツッパリ の 紳 介 と 


81 年 芸術 祭 優秀 
賞 を 受賞 し た 名 実 


_ 気弱 の 竜介 の 役柄 共に 関西 を 代表 す 
は マサ ル と シゲ オ る ナン バー・ ワ ン 
の 関係 その も の 。 の コン ビ 。 攻撃 弄 

。 映画 「 ガ キ 帝 国 」 て 天才 肌 の や すし 
に も 似 た よう な 役 と 。 それ を 愛 け る 
で 出 て いる 。 病 走 きよ し の 大 ら か で 
族 や 老人 イ ビ リ の と ぼけ た 味わい の 
ギャ グ が 受け て い 組合 わせ は 、 ア ン 
る 。 時 に は 客 と ケ 2 人 


ンカ する 高座 ぶ リ : と 小鉄 その も の の 、 
は 、 大阪 の ワル 高 記 絶妙 の コン ビ だ 。 


TV の 司会 も 多数 
こなし て いる 。 


校生 その ま ま 。 バ 
上 ドド も 持つ て いる 。 


松本 竜介 (シゲ 


リウ 9F こ 
作詩 阿久 悠 @ 作曲 岡本 一 生 


単細胞 に も 愛 が ある 
単細胞 に も 陽 が 昇る 

掛け 算 ば が り の この 世 で は 
引き 算 す る 奴 美しい 

ああ ゴキ プリ テラ ス で 皿 ら ぼ レ 
三 ミ ズ が ガケ チ ヤ ツ プ で 厚 化粧 


下駄 が 鳴る 下駄 が 鳴る 下駄 が 鳴る 
明日 は 天気 と 下駄 が 鳴る 

あか ん で あか ん で あか ん か ん ガル 
ん か ん ん ガ ん 下駄 が 鳴る 


単細胞 に も 夢 が ある 
単細胞 に も 明日 が びあ る 
辛抱 ば か がり の ご この 世 で は 
裸 に な る 奴 美しい 

ああ 崎 八 ソー ス の 風 に 入り 
刈 の ツマ ンション は も むく じゃ ら 


下駄 が 鳴る 下駄 が 鳴る 下駄 が 只 る 
明日 は 天気 と 下駄 が 鳴る 
知ら ん で 知ら ん で 知ら ん らん らん 


らん らん らん らん 下駄 が 喝 る 


レ ゃ ら け じゃ りん ご じゃ る パッ ンク 
じゃ れ 猫 じじ やら じゃ ら ピ じ ゃ か が まし レ い 


※ ぐ り の 返し 


じゃ ら け じゃ りん ご 。 じゃ ら り の じゃ らら じゃら 
じゃ れ 猫 じゃ ら じ ゃ ら じゃ ら じ ゃ ら 
(くり の 返し ) 


「 じ ゃ り ン チエ 」 を 読ん で 泣か な い ヤ ツ は 人 間 で は 
な いと すら 思う 。 大 阪 弁 の 会 話 や ネコ の 小鉄 と ジュ ニア 
が 狂言 廻し を 演ずる ユー モラ ス さ か ら 、 何 や ら ギ ャ グ ま 
ん が か ユー モア まん が の 一 種 の よう に 受け と られ て いる 
フシ が ある が 「 じ ゃ り ン チエ 」 の 底 を 流れ る も の は ペ 
ー ソ ス 以外 の も の で は な いよ うに 思う 。 

ペー ソス と は お 涙 頂 戴 の こと で は な い 。 実際 「 じ ゃ のり 
ン 了 チエ 」 の 登場 人 物 た ち は 、 だ れ も め つ だ な こと で は 
泣き を う も な い 。 い つも 明る こく 、 元 気 い つっ ぱい だ 。 そ の 
元気 さ 、 明 る さ に こそ 、 ぼ こら は 涙 を 流す の だ 。 

ケン カ や バク フチ に 明け 暮れ 、 毎 日 プラ ブラ 遊ん で いる 
ヤク フ ザ な 父親 ・ テ ツ と 、 親 に 代わ つて ホル モン 屋 を きり の 
も り し 、 家 出し だ 母 と テツ の 仲 を と り も ち 、 テ ツガ 巻き 
起こ す 事件 の 始末 を つけ て まわ る チエ ちゃ ん と は 、 い わ 
ば 温 オ の ボケ と ツッコ ミミ の 関係 に 似 て いる 。 子 ども の 方 
が 、 親 の 性 格 を 完全 に 読ん で いて 、 適 当 に 相手 し て や つ 
だ り 、 う まぐ 操 つ だり 、 先 まわ の し て や ら の 込め る 愉快 さ 
が 「 じ ゃ り ン チエ 」 の 面白 さ の 源泉 に な つて いる 。 テ 
ツ に 限ら ず 「 じ ゃ のり ンチ チエ 」 に 登場 する 大 人 だ ち は 、 
ケン カ を させ る と テツ 以上 の 人 迫力 の お バア は ん 、 テ ツ の 
見 えす い を ウン に すぐ だ まさ れ 、 チ エ に 「 親 の 欲 目 や 」 
と や つつ けら れる お ジイ さん 、 元 遊興 倶楽部 の 社長 だ つ 
だ お 好み 焼き 屋 や 、 は じ め こ わ も て ムー ド で 登場 し だ チ 
ン ビ ピラ 、 ヤ フク ザ だ ち も 、 チ エ に か か る と だ ち ま ち 気 の い 
い オ ッ サ ン に な つて し まう 。 単純 で 無邪気 で 楽天 的 、 毎 
日 が 日 曜日 と いう か 、 遊 ぶ だ め に 生ま れ て きだ よう な 連 
中 ば か り で ある 。 


そこ へ 行く こと 、 チ エ を は じ め と する ども だ ちの 訪 は 、 


よほど し つか のり し て いる 。 チ エ に 意地 悪し だ り 、 趣 口 を 
言っ を り 、 何 ひと チエ を が まう こと に 生き が い を 感じ て 
いる マサ ル は 、 そ の こと に よ つ て 逆 に 、 チ エ が いな ぐ て 
は つま ら な い 屈 折 し だ 愛情 を 表現 し て し まつ て いる し 、 


役 に も 立た な い 大 人 た ち 


「 じゃ リン 子 チ エ 」 の 嘆 師 


村上 知彦 


どん くさ いこ と に 過大 な コン プレ ックス を 抱い て いる ヒ 
ラメ ちゃ ん も 、 無 神経 な 大 人 だ ちの せい で デリ ケー ト な 
心 を 痛め て いる 悩み 多き 少女 だ 。 彼 ら は 、 の ん 気 な 大 人 
だ ち を 鏡 と し て 、 自 分 を ちの これ か がら の 人 生 を 、 よ ぼ ほど 
真 語 に 考え て いる 。 

ほん と う は 、 ご これが 正しい 義 な の ガ も し れ な い 。 ど ご どの 
みち ロフ な こと を 考え な い 大 人 だ ち は 、 し よー も な いこ ご 
と ば か がり 考え て いる 方 が 罪 が ザ びな い 。 世 の だ め 人 の だ め に 
な る こと は 子ども に 任せ て お け ば よい の で ある 。 

「 じ ゃ り ン チエ 」 の 世界 で は 、 子 ども の 方 ガ 大 人 ら 
レ く < く 、 大 人 の 詞 が 子ども つぼ はい 。 そし て 、 そ の 子ども つ 
ぽい 大 人 だ ち を 眺め て 、 チ エ ち や ゃ ん が ふと も ら す 嘆 息 ' ウ 
チ は 日 本 一 不幸 な 少女 や 」 が 、「 じゃ り の ン 了 チエ 」 の べ 
ー ソ ス を 形 作 つ て いる 。 

作者 の は る き 悦 巳 は 194/ 年 大 阪 生 まれ 。 高 校 卒 業 後 、 
上 京 し て 多摩 美術 大 学卒 。 さまざま な アル バイ ト を 転々 
と し だ た 後 、78 年 3 月 、 平 凡 パ ンチ の まん が 賞 に 「 政 ・ ト 
ラ ぶ っ つと ん 音頭 」 で 佳作 入選 し て デビ ユー。 現在 、 東 京 
・ 豪 徳 寺 の 借家 に 奥さん と 、 昨 年 6 月 に 誕生 し だ 長男 こ 
暮らし て いる 。 

東京 暮 ら レ が も う 15 年 に な ろう と いう の に 、 は る き ぎ 悦 己 
の 話す 言葉 は 、 い まだ に 大 阪井 で ある 。 ア ル バ イ ト 生 活 
を し て い だ 頃 は 、 グ ヵ月 働い て 、 金 びな まる と 乙 、 づ カ 
月 ゴロ ゴロ レ て いる と いつ だ 生活 だ つ だ らし ぐ く 、 ま ん が 
家 に こなつ っ だ そもそも の 動機 と いう の が 「 家 で な ん が や つ 
て 食え だ ら え えな あ 」 と いう の と 「 ご どん な と ご に 住ん で 
も 、 机 一 つと 、 ケ ント 紙 、 ペ ン 、 墨 汁 が あれ ば で きる か が 
ら 」 と いう の だ か が ら 、 か が な り の の ぐう だら に ちがい な い 。 

「 ビ じゃ り の ン 了 チ エ 」 の 舞台 に な つて いる 町 は 、 は る き 
悦 巳 ガザ 生 まれ 、 中 学 1 年 まで 育つ だ 町 で も ある 。 通天閣 


_ 界隈 と いえ ば 、 下 町 と いう の も 上 品 す ぎる と 思え る こら 


い 、 大 阪 らし い ワ イザ ツ さ に 満ち だ 町 だ 。 そ こ に 住む 人 
々 の 記憶 、 そ こ で 育つ だ 体験 が 、 は る き 悦 巳 の 性 格 を 形 
作り 「 じ ゃ り ン チエ 」 の 中 に 反映 し て いる 。 

「 じ ゃ り ン チエ 」 の 町 は 、 ぐ ごう だら が ぐう だ ら の ま 
ま 生 きら れる 町 で ある 。 役 に 立 な な い ゴ フツ ブシ が 愛さ 
れる 町 で ある 。 ぐ うだ ら の ゴ フ ツブ プシ が 、 役 に 立た な ない 
こと に よっ つて 、 人 々 の 生活 ペー スガ ら 排 除 さ れる の で は 
な こく 、 か えつ て その 最も 基本 的 な ベー ス を 決定 し て いる 
この 町 は 、 人 間 が 人 間 ら し こく 生き られ る 、 あ る べき ほん 
と う の 町 の 次 の よう に も 思え る 。 そ し て 、 そ ん な ぐう だ 
ら だ ち に 、「 な ん で みん な ウチ に 頼む ん や 。 大 人 の 話 や 


な い ガ が 」 と あき れ な が ら も 、 彼 ら を し つか が り の 支え て や つ 


て いる の が チエ ちゃ ん な の だ 。 

チエ ちゃ ん の よう な 女の子 が び い て くれ だ ら 、 い つま で 
も ぐう だ ら で い られ る の に と 、 忠 の いい こと を 考え て い 
る ぼく も 、 役 に も 立 だ を ない 大 人 だ ぢ の 一 人 な の か が も し レ れ 
な い 。 


@ 81 年 の ニュ ユー ヒー ロー は フリ テン こん / 
次 々 と ヒッ ト 漫 画 を 生み 出し 、 今 や 四 コ マ 
湊 画 界 の スタ ー と な つ だ 植田 まさ し の 代表 作 
フリ テン こん 」。 鋭 い ギ ャ ヤブ を と ぼけ だ キヤ 

2ー ビ 包ん だ フリ テン こん が まき お こす 


し こく オキ ラフ に 生き る フリ テン こん の 姿 
イラ イラ いつ ぱい の 現代 人 の 不満 解消 に 
(ナウ つた だ の ) 

| 全国 で ろ ら 0 万 部 を 売り 、 現 在 も な お 爆発 
_ 的 売れ 行き を 誇示 する この 原作 の アニ メッ 化 を 
が ける の は 「 火 の 鳥 2772」('80) の 杉山 卓 。 
声 の 出 漂 に は 独自 の ロッ ンク 活動 を 続け て いる 
\ 近田 春夫 が 、 そ の 軽妙 な キヤ ラフ ター を 買わ 
\ れ て 初 挑戦 。 

\\ 


@ 爆笑 七 番 勝 負 笑い すぎ る アナ タ 
| が と こわい / 
必殺 ギャ ヤグ を ギュ ウ ギ ユウ に つめ こん 


だ フリ テン こん の 爆笑 七 番 勝負 。 あ な だ 、 


受け て 立つ 自信 あり ます か ヾ フリテン 
病 、 の 笑 状 は 重い で すか ら こ れ ご れ も ご 
用 心 下さ い 。 
@⑧「 お と ぼけ カン パニ ー」 

ご は 会 社 の 花 の 営業 部 。 フ リ テ ン < 
ん は スポ ー ツ 紙片 子 に ツバ コ を ふか し て 
マイ ベー ス 。 課長 ・ 係 長 に あい さ つ が わ 
り に 朝 の い だ ざ ずら 。 人 気 者 の 女子 社員 イ 
クエ ちゃ ん に は や さ し こ し な が ら ス カー 
に めこ の ら 。 今日 も フリ テン こん 絶好 調 / 


@「 お と ぼけ 道中 記 」 

な ば ガ カフ リ テ ン ご ん 、 江 戸 時 代 に ツイ 
ム ・ ス リッ プ 。 バ フチ に ケン カ に 大 あ ば 
れ 。 得 意 の い だ を ずら で 、 ヤ フフ ザ も サム ラ 
イ も ー 刀 両断 。 す つか り の 町 の 人 気 者 。 
@「 ス ポー ツ な ら お まかせ 」 

野球 に ジョ ギン グ 、 山 登り の 。 テ ニス に 
ゴル フ 、 ボ ー リ ング 。 ま じ め な は ざ ず の ス 
ポー ツ も フリ テン ぐん が や る と 全部 お か 
レ ぐ な る か が ら コ ワイ / 


キミ は この 舌 撃 に 耐え と れる か / グ 


@⑥' 今 日 は ふた り の 噴火 の 日 」 

イク エ ち ゃ ん が 家 の 近 くに 住ん w で いる 
ご と 夏 知 っ だ フリ テン こん 。 あ つも うく ア 
ー ト を 申し 込む 。 食事 に プレ ゼン ト に 公 
園 の ベン チ で の 語ら い 。 お 決ま り の デー 
トコ ー ス も フリ テン こん に か が かれ ば い だ 
ずら の フル コー ス に 早 変 り / 

@ び '「 ハ レ の ち ハ レー ン ッ ン /」 

偶然 銀行 強盗 に 出くわし だ フリ テン ぐ 
ん と イク フエ ち ゃ ん 。 な ぜ ガ 札束 の 包み を 
抱い て 、 強 次 に 追わ れる こと に な る 。 財 
女 、 ド ラキ ュ ラ 、 狼 男 も あら われ て も う 
メチ ヤク チ ヤ の 逃避 行 / 


0 


リ テ ン 番 勝負 / 


@ び 「 ギャ ンプ ブル 笑 学校 」 

今日 は 絶好 の ギヤ ンプ ブル 日 和 。 花 札 ・ 
パチ ンコ オー レレ ー ス 。 ダ イス に 東生 、 
仕上 げ は 競馬 。 勝 ち 運 に 見 放さ れ だ 世 の 
悩め る 人 々 に 、 フ リ テ ン こ ぐん が 必勝 法 を 
伝 受 い だ を し ます 。 
@「 雀 竹 時 代 」 

世の中 に お も レ ろ いも の は 数 あれ ど 、 
三 度 の メシ より や つば ぱり の マージャン 、 と 
いう 皆々様 、 お 待 だ な は しま し だ 。 フリ テ 
ン ぐ ん 本 領 発揮 の マー ジャ ヤン ギヤ 傑作 
集 。 あ が る アホ ウ に 振り こむ アホ ウツ 。 同 
ピア ホ な ら あ が ら に ゃ 損 々 。 ほ ら 、 も うつ 
フリ テン くん は 得意 の フリ テン リー チ を 
か み け よう と し て ます よ / 


ご うい つう 文章 つて の は 書く と き に こい つも な 
や お ん で す よ ね 。 や つ ぱ ば り の 人 間 で すか が ら 、 イ 
に の の が だ いと ガ ガ 。 そつ いう エエ つと た 
ある で し よ 。 ち ゃ ん と 漢字 を 沢山 合 つ て 、 固 
い 文 体 で 書け れ ば 、 そ れ で 問題 も な いん で す 
けど ご 、 私 の 場合 、 ご ちら か が と 云う こと 、 や わら 
か い 文 体 を 得意 と し て ます し 、 漢 字 を 用 いる 
絶対 重 も か な り の 少な い 。 

と 、 何 行 す 「 ま くら 」 と 称し レ し て か せい だ り の し 
て 本 題 に 入り ます 。 

フリ テン 君 、 と 云う より 植田 さん の マン ガ 
を 見 て いる と 何故 ガ 昔 の 長谷 川町 子 さ ん を 超 
い 出 し て し まう 。 繧 の 感じ が 似 て いる こと も 
勿論 だ けれ ど 、 そ れ 以 上 に 、 社 会 を 見 る 作者 
の 目 の 位置 が 近い よう に 思え る の だ 。 

長谷 川町 子 さ ん の 作品 に 「 い じ わ る ば あさ 
ん 」 と いう の が あつ て 、 ご これ を 騙 読 み 返 すこ 
実に フリ テン 君 的 な の だ 。 主 人 公 の ば あさ ん 

(そう 云え ば 、 記 憶 に 違い が な けれ ば 、 映画 
化 さ れ だ 時 は 青島 幸男 さん が 役 を や つて い だ 
よう に 思う の が 。 ヒン マ ピ ま お ガ お せ て 、 イ ジワ ル 
や イタ ズラ を する 、 と いう コン セプト な の だ 
が 、 そ の イタ ズラ や イジ ワル は 、 し レガ が けら れ 
だ 方 が 文句 の 云い よう の な い 、 大 絢 装 に 云う 
な ら 「 順 法 精 宰 」 に みち みち だ も の な の で あ 
る や 。 

ご の 「 順 法 精神 」 に の つと つ だ イジ ワル 、 
ご これ ぐ らい 楽 レ し いも の は な い 、 と 私 は 思 つ 。 
カリ ロカ アゲ 婦 が レス に ジン ピ ビ 待 つて ポー イ に 
「 ノ ンー ネ クイ タイ お 断り 」 と イン ギン に 云わ れ 、 
うし ろ 前 逆 に 背中 側 に ネフ タイ を し て 「 し て 
る よ 。 と こい うえ トー リー が あつ た 。 うろ しろ に 
し レ し よう が ガ が 前 に し よう が ネフ ダイ を し て いる ご 
と に 変り は な い 。 な ら 文 包 は 誰 に も つけ られ 
な し い * ワ ウケ だ 。 

カリ アゲ 君 は 、 だ て 前 だ ら け の 世の中 で 、 
も し か し だ た だら 、 一 人 、 本 音 で 一 生 戦い つづ け 
て 行こ く 、 戦 士 な の ガ も 知れ な いな 、 な ご ど ご と , 
一 記 ま と め て み だ ん で すけ ご ど ご いか が が で し だ か が 
ゃ し レ しか し 、 ア フレ コ は 大 変 だ つ だ / 
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